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長
村
氏
は
は
じ
め
に
、
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
成
り
立
ち
や
現
在

ま
で
の
議
論
の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
２
０
１
５
年

の
Ｇ
20
財
務
大
臣
中
央
銀
行

総
裁
会
合
で
、
気
候
関
連
課

題
に
対
し
て
金
融
セ
ク
タ
ー

が
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
官
民

関
係
者
の
招
集
を
要
請
さ
れ

た
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ

Ｂ
）
が
同
年
12
月
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
を
設
立
。
17
年
６
月
に
気

候
関
連
財
務
情
報
に
つ
い
て

投
資
家
の
適
切
な
投
資
判
断

に
資
す
る
任
意
開
示
（
推
奨

開
示
）
の
枠
組
み
に
関
す
る

提
言
を
公
表
し
た
。
長
村
氏

は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
の
特
徴

と
し
て
、
気
候
変
動
が
も
た

ら
す
リ
ス
ク
・
機
会
を
認
識

し
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
通
じ

て
戦
略
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

示
す
こ
と
を
促
し
て
い
る
点

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
が
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
と

は
異
な
る
ト
ラ
ッ
ク
で
生
ま

れ
た
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ

た
。

　
続
い
て
、
日
本
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
今
年
４
月
25
日

時
点
で
国
別
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
賛

同
機
関
数
で
は
日
本
が
最
多

で
、
全
３
２
７
８
機
関
の
25

％
に
相
当
す
る
８
２
１
機
関

が
賛
同
し
て
い
る
。
長
村
氏

は
こ
の
一
因
と
し
て
、
19
年

５
月
に
創
設
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

挙
げ
、
同
機
関
が
官
民
お
よ

び
金
融
／
非
金
融
間
横
断
的

な
連
携
を
図
っ
て
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

提
言
に
即
し
た
開
示
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

国
際
的
な
評
価
を
得
て
い
る

と
指
摘
。
ま
た
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

の
枠
組
み
や
推
奨
指
標
の
策

定
過
程
で
日
本
か
ら
数
々
の

有
益
な
視
点
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
れ
が
推
奨
指
標
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
次
に
、
21
年
10
月
に
改
訂

さ
れ
た
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
推
奨
開

示
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
長

村
氏
は
、
改
訂
の
背
景
と
し

て
①
気
候
関
連
開
示
の
強
制

化
を
表
明
す
る
国
・
地
域
の

増
加
②
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
国
際
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議

会
）
の
設
立
に
象
徴
さ
れ
る

Ｅ
Ｓ
Ｇ
開
示
の
信
頼
性
や
比

較
可
能
性
の
向
上
を
求
め
る

声
の
高
ま
り
③
金
融
セ
ク
タ

ー
に
よ
る
２
０
５
０
年
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
気
運
の
醸
成
―
を
挙

げ
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
取
り
組

み
の
経
緯
や
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を

支
援
す
る
国
際
的
な
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。

　
改
訂
で
は
、
投
資
家
が
求

め
る
「
気
候
関
連
財
務
イ
ン

パ
ク
ト
」
（
企
業
の
損
益
計

算
書
や
貸
借
対
照
表
に
与
え

る
イ
ン
パ
ク
ト
）
を
導
く
た

め
の
定
量
情
報
と
し
て
、
①

Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）

排
出
量
②
移
行
リ
ス
ク
に
晒

さ
れ
て
い
る
資
産
お
よ
び
／

ま
た
は
事
業
、
投
資
、
融
資

活
動
の
割
合
③
物
理
的
リ
ス

ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
資
産
お

よ
び
／
ま
た
は
事
業
、
投

資
、
融
資
活
動
の
割
合
④
気

候
関
連
事
業
機
会
に
即
し
た

資
産
お
よ
び
／
ま
た
は
事

業
、
投
資
、
融
資
活
動
の
割

合
⑤
気
候
リ
ス
ク
お
よ
び
機

会
に
向
け
ら
れ
る
費
用
も
し

く
は
資
本
支
出
の
額
⑥
内
示

的
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
（
組

織
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
の
１
ト
ン
当
た
り

単
価
）
⑦
気
候
関
連
に
リ
ン

ク
し
た
シ
ニ
ア
経
営
層
の
報

酬
割
合
―
と
い
っ
た
気
候
関

連
指
標
を
提
示
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
に
つ
い
て

は
、
測
定
方
法
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
と
な
っ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ

プ
ロ
ト
コ
ル
に
お
い
て
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
１
（
事
業
者
自
ら
に

よ
る
直
接
排
出
）
、
Ｓ
ｃ
ｏ

ｐ
ｅ
２
（
他
者
か
ら
供
給
さ

れ
た
電
気
、
熱
・
蒸
気
の
使

用
に
伴
う
間
接
排
出
）
の

他
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
（
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
１
、
２
以
外
の
間
接

排
出
で
、
事
業
者
の
活
動
に

関
連
す
る
他
者
の
排
出
）
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
５

０
年
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
実
現
に

は
自
社
だ
け
で
な
く
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
が
重
要
と
の

認
識
か
ら
定
め
ら
れ
た
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
３
は
、
さ
ら
に
15
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
お

り
、
当
該
事
業
者
に
持
ち
込

ま
れ
る
過
程
で
排
出
さ
れ
る

「
上
流
」
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
１

～
８
）
と
、
事
業
者
か
ら
持

ち
出
さ
れ
る
過
程
で
排
出
さ

れ
る
「
下
流
」
（
カ
テ
ゴ
リ

ー
９
～
15
）
に
分
か
れ
る
。

　
長
村
氏
は
、
仮
に
対
象
企

業
が
全
て
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
、

２
、
３
を
算
出
し
て
開
示
す

る
と
、
地
球
上
の
全
排
出
量

の
何
倍
に
も
な
る
と
指
摘
し

た
上
で
、
と
り
わ
け
金
融
機

関
に
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
15
「
投
融
資

に
伴
う
排
出
」
（
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
　
Ｅ
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
ｓ
）
の
取
り
扱
い
は
非

常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

で
あ
り
、
現
在
、
各
国
の
関

係
機
関
や
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

盛
ん
に
議
論
に
な
っ
て
い
る

と
説
明
し
た
。
こ
の
他
、
改

訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ア
ラ
イ
メ

ン
ト
に
関
す
る
推
奨
開
示
や

移
行
計
画
の
開
示
、
目
標
設

定
に
お
け
る
原
則
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　
後
半
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
示
す

気
候
関
連
財
務
リ
ス
ク
開
示

の
行
程
表
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
で
は
、
今
後
数

年
が
か
り
で
あ
ら
ゆ
る
財
務

的
リ
ス
ク
判
断
に
お
い
て
気

候
リ
ス
ク
が
適
切
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
状
態
を
築
い
て
い

く
考
え
を
示
し
て
お
り
、
21

年
11
月
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
傘

下
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
を
設
立
し
て

気
候
関
連
開
示
に
着
手
。
現

在
は
、
今
年
３
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
が
公
表
し
た
気
候
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
新
基
準
の
公
開

草
案
を
７
月
29
日
ま
で
の
市

中
協
議
に
諮
っ
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
今
年
後
半
に
は
最

終
版
が
公
表
さ
れ
る
。
そ
の

後
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
証
券

監
督
者
国
際
機
構
）
で
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｂ
基
準
追
認
の
是
非
が
検

討
さ
れ
、
追
認
さ
れ
れ
ば
各

国
で
の
基
準
作
り
の
プ
ロ
セ

ス
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
長
村
氏
は
、
日
本
で
は

今
年
７
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
の
受

け
皿
機
関
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準

委
員
会
）
が
設
立
さ
れ
る
予

定
で
、
今
後
、
日
本
国
内
の

意
見
を
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
届
け
る

一
方
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
が
策
定
し

た
基
準
を
普
及
さ
せ
る
た
め

の
役
割
を
担
う
と
説
明
し

た
。

　
長
村
氏
は
最
後
に
、
気
候

関
連
財
務
情
報
の
開
示
主
体

と
し
て
の
企
業
に
対
す
る
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
を
単

な
る
開
示
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と

し
て
で
は
な
く
、
戦
略
策
定

の
一
環
、
経
営
の
幹
で
捉
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
、
参
加

者
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
交

わ
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
新
基
準

の
企
業
や
機
関
投
資
家
に
と

っ
て
の
意
味
合
い
、
Ｓ
ｃ
ｏ

ｐ
ｅ
３
へ
の
対
応
、
他
国
の

動
向
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。
長
村
氏
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
新
基
準
に
つ
い

て
、
「
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
提
言
は
一
つ
の
枠
組
み
で

あ
り
任
意
開
示
を
前
提
と
し

て
い
た
が
、
今
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
が
世
に
出
す
も
の
は
法
定

開
示
、
つ
ま
り
有
価
証
券
報

告
書
で
の
記
載
が
求
め
ら
れ

る
も
の
だ
と
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

回
答
し
た
。

企
業
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
を
戦
略
策
定
の
一
環
に

気
候
関
連
開
示
テ
ー
マ
に
講
演
会

東
京
海
上・長
村
氏
が
国
際
的
論
議
を
解
説

　
ジ
ャ
パ
ン
リ
ス
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
５
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本

工
業
倶
楽
部
で
「
気
候
関
連
開
示
の
国
際
展
開
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

し
た
。
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
フ
ェ
ロ
ー
（
国
際
機
関
対
応
）
で
、

金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
・
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
長
村
政
明
氏
が
、
現
在
、
法
定
開
示

化
が
国
際
的
に
進
行
し
て
い
る
気
候
関
連
財
務
情
報
を
め
ぐ
る
論
議
や
日
本

で
の
取
り
組
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
会
合
で
行
わ
れ
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
多
数
の
企
業
経
営

者
や
実
務
家
な
ど
が
参
加
し
た
。

ジャパンリスクフォーラム

長村氏


